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段階それぞれに対応する看護は、第 3章で抽出した 8つの看護の構成要素と 12からなる課題別プ
ログラムを対応させた。第１段階の目標の「身体の調整」に必要な課題別プログラムは《精神活
動の活性化》、《生活リズムを作る》の 2 つ、第 2 段階の目標の「基本的 ADL の獲得」に必要な課
題別プログラムは、《ADL食事動作・洗面動作》、《ADL排泄動作》、《ADL移動・移乗・更衣》、《ADL 
入浴・歩行・階段》の 4つ、第 3段階の目標の「在宅に向けて自己管理・IADL獲得」では、《自室
の管理》、《自己スケジュール管理》、《内服自己管理》、《拡大 ADL1 外泊練習》、《拡大 ADL2 買い物




































                  論文審査結果の要旨 
 
１．審査の経過 
第 7 回大学院研究科会議(2018 年 11 月 8 日)にて、予備審査申請の受理の決定が承認された。 
予備審査委員については大学院所属教員から三上、大橋の 2 名が副査として選出され、承認され
た。なお指導教員である堅田が主査を務め、予備審査委員会は以上の 3 名で構成することになっ




2018 年 12 月 25 日に本人から博士学位申請書＜本審査用＞と博士学位申請論文が提出され、 
2019 年 1 月 10 日の第 9 回大学院研究科会議では学位申請論文が受理され、本審査開始が決定さ
れた。本審査委員として前記の堅田、三上、大橋が選出された。 
公開審査(最終試験を含む)は 2019 年 2 月 9 日に実施し、続いて本審査を行った。委員全員よ 
り協議した結果、博士相当の論文であるとの結論に達した。本審査後に開会された第 11 回大学院






























以上の審査結果から、中部学院大学学位規則第 14 条に基づき、長島緑氏の学位申請論文は、 
博士学位(社会福祉学)論文として適切であると判断した。 
